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1　はじめに

　自然科学，人文科学を間わず， その著るしい進歩，発

展の中で，各分蜘紛縛門領域の細分化汲びそれ

にともなう，より分化され滝領域での奪門家6台頭は，

当然の帰着とも考えられる現在，本来1総合的にとらえ

られなければならないはずの人間の聞題までが1ややも

すればi 他め科学向様許細分化きれ1 よう専門家と称す

る者め手にゆだねられよら1としているみそしえiそあ傾

向は，家庭における育児にまでも及びレ保育の専門家で

ある保育者のいる集自への参加志向1及びそめ低年齢化

となってあ らわれてき七いる。確かに都会における遊び

環境の著しい悪化も一子供め数め減少ピ母親を迷わす情報

の多さ等ヂ現在の育児環擁は・『・母親にとらても・子ども

にと らて も決しで肯定し得るようなものではない』そん

な中で子どもは1初め七の集団にl　lどのような適応を示

すか。その適応め様態に卦それま聴の母子関係がどのよ

うな影響を与えているのか罫それらの検討を行なうこと

によ『ザ1今後の11，！2歳児の保健指導に役立てたいと㌧・

うのが，この研究の目的である。∴

E　手　続　き

都内にある某国立大学附属幼稚園3年保育新入園児，

ク ラス全員20名に対し，子どもの行動観察を担任保育者

に依頼す為と同時に，母親に対しては，． 子どもを幼稚園

に送り込んだあと1人工時間程度の面接を行ない，これ

までの育児についての情報を得るo

龍の収集は，後にあげ研つの側面を中心に比較的

自由に話してもらうと同時に1 1その事実を母親がどう受

取づていたかにつ虞も出来るだけくわし傭ってもら

うように心がけた。’；』ひ7

　、面擦牙）ポィントン

1・（・腱康 ・（2）住居蹴’』③家族関係（4溌達の様

』相　’5）性格’　（6）生活習慣 （乍）母親自身の生いたち

である。

猟収即期献昭肺年召月7閃・聯7年明
である。rr一

皿　結1 』㌧ 果F一』 』』r r！ ＼

　子どもの行動評価を保育者に依頼するということで，

日頃親交のある信頼できる保育者を選んだため，被験者

にある種のかたよりがあ6た礁酒定でき拠’・・

』多く．の志顧者の中から選抜された故であろうか1一育児

に対する考え方，： 育児方法，母親の生這たち等ガいずれ

の点鮎， それぞ測・さ腱い肪魂耐』般的に常

識といわれるものから大きく逸脱して“る と思われる母

親がいなかづたる 更に子どもの側惹発逮上の問題を持う

ものセ漕無で齢た6しかし，’マイ べ一スともいえる行

動特徴を持つものが女児に3人いたほか弘全体に母親の

報告に頑固という．言葉で代表される我の強さを持った子

どもが20名の集団の殆んどを占めているのが印象的であ

ったO　』　1』　　 1［ 1・1 ㌧　　r　・ 1”r』 r㌦r 』

　そこで今回は，～そのマイベースともいえる行動特徴を

持っ者2名も 入園当初の集団適応に若干の問題をみた者

，2名について，、そg詳細を明らかにするとともに若干の

検討を加えてみよう。

　事例A　Tマイ尋rスともいえる行動特徴をもつ女児

　1．生育歴　　　』r ．．〃
　　　’ 　　・ぐζ

　①健康 ぢ妊娠 じ分娩時野ずれも異状なし，大ぎな病気

『はないが，、・ 歳6ケ膳，椅子か囁ち伽シ噸麟
つけ， 頭蓋骨に．ヒビが入り，額を5 針縫う程の怪我をし　、

燃か，』小さ峰我が多かづ距・煉卸子ともなると

母の方があまり驚かなくな？て㌧：・た6　、　』二』

　②環境；マソショソの8階・本人が11ケ月の時・母が

3週間入院防 帰宅した時，』まるで母を忘れてしまづた様

で随分あづさり した子どもだと思づた。』

　③家族関係：小学校5年生の兄ど2 人兄弟α1ごく、普通
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の兄瀾係・父親とはベッタリで・今でも蜘曜・本人が　鰍繍をし塒，諜働，行鰍ど脱繍もあ
　要求する謙働物園と自転韓りにつき合っている。るが，あ勃越めはなヤ、．

　　④発達の様相＝身体発達贈通・運醗達娘好遭　⑦くせ：哺乳ビンをいつまでも持っていた．1歳鞭

　うことなく始歩は10ケ月と早く・ちにちょことよく動物燃意され，とろうとしたがかえって逆繰．母の

く・外食噺識文して筋運瞭てくるまでが待て方醗め妨2麗ぎに自分力、らやめてしまった．しカ、

ず誰かが外で遊購料理が運ばれて来たところ備し，その後爪かみ力轍り，これもやめさせるべく色々や

子確ら鹸べさせ鮒繊妨な曜だった・　ってみたが，いずれ鋤果なく今でも離やってし、る．
　　人見知りはまったく無く・醜8・9ケ朋にみられ　⑧その他：何処かへ行ってしまうのが恐ろしくて，し、

る母の後追いもまったく見られない・近所綱年齢の女つも追い謝ていたという艦力｛強い．父蹴女の子と

児がいたので・力輸早嚇期から遊ばせていたが・始いう事で色欄待するもの跡ったようだが，あまりに

めは瀦にいても醗もたつとバラノ《ラ瞳ってしまイメージ灘っ妨しく，この頃燃すっカ、り鵬てし、

　い，特に嫌がるわけでもないが，友達などはいらないと　　る様子。

　いう感じが強かった。今でも子どもがいると，rお友逮　　　2　母の生い立ち

になりましょう博と声をかけるが・つ㌧・て来てく漁　構されず賄ち，自分の人生を歩畑てもらったと

い瑛が多くそれでも強である・　　　　 いう気持が強し棺魅子ども群負担になるよう媛
　　動物園へ行っても自分が見たいもののところへ走り，　　情を注ぎ過ぎないようにと思っている。

満足すれ徹のところへ走り，父はつ㌧・て来てくれるも　3幼醐での様子

のと靴ているのか後振り向く輪ない・母としては　入鵬初は，フラッとどこカ・へ行ってしまうことがあ．

何とかして儲い好ども蛸てようとしたが，どうしり鋒醗，椅子確らせるのに手がカ、カ、る．要求臆

てもうまくいかなかった・甲 　　　　っき猿搬るカ～，自分の活動姻の生活卿で充頒
　始蹴や槌く2歳頃・今でも貰ったとし・わずにあげせていない様子がみら泌．それで総じ服，他の子

零という徽髄いをする・2歳半頃力・ら文字腱畿どもが遊んでくれていたが，2紹ケ月して勉合う者

繊本をよく読む・　　　　　　同志が遊び始めると，鵜き出されている騨多くな
　⑤性格倣浪癖がありほ人でどこへでも行ってしまる・しかしそ鱗紬まり灘してい磁子もなく，
　う。デパートで手を放すと・ 何処かへ行ってしまい，2　遊びたいのに遊べないのか，遊ぴだいとも思っていなし、

　回迷子になづたことがある。少し大きくなってからは，　　のかが・こちらに読みとれない。笑顔が少ない。園の生

15分位たつと必ず元の所へ戻って来るようになって囎活敵れ砿従い生活の鯛，節目に手がかか暁くな

たが桝を為てい碍・或い臨に入っ燦をしていると購に淑第蘇育灘対す硬求が強くなり，rブ
る時蹴名前を呼んで蜘ら噸卿が多し・。 　　ラソ＝を押して」と呼びに出ると，保儲がそ曝求に

　繭で｝且い咄し妨なかなか後セこ引かず，デパー応じ砿で側で待って喝．よ うやく伽人の助けをカ、
1トで屋上昏行きたいといい出したら，何が何でも行って　　りる事のよさを知ったようである。

しまい・」応全講わってみて欄すれば母の行きたい　醐Bマイペースともいえる行難灘砂女児
ところへもついて来る。そんな時，母としては本人が納　　　1　生育歴

得するまでつき合う一しか仕方がなかったという。　　　　　①健康＝まったく問題なし

暗やみもこわ鵬ず・赤ちゃんの時筋CMを好博　②環境：兄綱じ幼翻に入園した時，鯛の縣力、

ユニーク好どもだと思っていた・　　　　膿の近所のマソションを働，そ纏で住んでい嫁
』従活習櫛授乳・離乳に関して醐題なし。母親のとマンションの間を行枕り来たりするという脇つカ、，

鯉も縮のき劾を守るよう準鰍するカ：・微本人な唯活・6ケ服，殿嫁噛ちついたのが蹴半
φ判断にまがせるというやり方で，授乳に対しても，現　　のときである。

肋野難いに対しても剛方法がとられている。　③家獺係；年賄に簾する兄と本人が2歳3ケ月

排泄に関しても特に問題なく・おむつも1歳半でスムー　　の時生まれた弟との3人兄弟。弟の出生の影響ほ，キ＿

スにとれているび　　　　　　　キーという騨多くなったという搬砺枕．兄弟と
灘添い寝・勲するまま商・冊程の本を読む・傭もによく灘し，よく喧眺する．兄との蘇で尋まどちら

りの筋を繊えるまで嚇ずその本が・・冊帥セこ入り・かというと本人の方が主醜を齢ているかに械る．

繊えてしまうと次の本が翻する・　　　　醐とも喘まり子どもが好きでない．1畑螺癖
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ともいえるような育て馳して鰍したと思っている・方・保醒の隅の方から託の日の備鞭わない渤一

本人が生まれ，そん繍矯ていられなくなり母嚇にしまってある物をひづぱ咄 しrそれが何であるかを

持もややほぐれ，3人目が生まれて，ようやく子どもと次々に聞く等・ 保儲を困惑させる行動が見られる・そ

㌧、うものがわカ、づたような鄭するという。　　浦・』家でもよくみら泌働との恥劾た・』友達と

醗齢様相虜体・働醗殴も良好・　　を敦よく遊論　　　 己ご
最近になりて人に対してテレるよう纏があるラ㍉赤 幼鯛の生活に妹るに従い・・備都つっかかる様

ちゃんの駒人見知り齢んど帆後追いがあらたと濾度が消え譲直甑る・3学期にな嫁では今まで
㌧、う印象も薄く，むしろ道を歩いている蹴どこかをつ手のか力励か櫨子が∫』今鷲幡手のかかる子甑

力、誠て㌧、なけ濾ならなかった．1今でも人剛する好魂と訴があり・保髄騨し姻親から瀞も醐

き嫌いははっきりしている。言葉の出はじめは早い方で　　ず幸せそうな顔をしているとの感想がもらされた。

、歳半であ樋．　　　　　　　醐A∋B麟通してい准と翫母騨よって「頑
磁格：いたずらが烈しく，静かだと思った時繭か剛脚・セま俄が強ヤヤ」 と嫡醸薇現されて鴨

をやられて㌧、た．。押えがきかずやりたい邸必ずやって
他意識の稀薄さであろう諸れば2人ともに乳児期から

しまう湖るく ，活発であっだヒと
，神経質なところが幼児初期に於てみら灘零ずの人見鵜後追㌧囎が

なく，怒っても後峨艦こちらが怒った寮を後悔す殆んどみられていないことによ孤⑳片鱗を伺椥

るようなことがな施たごと．更に成畏が瀾であった．ることがでぎる・乳児醐分にとってある意馳持つ母

こと等力、ら育てやすい子どもという印勲持ってし幅 親とそ「うでない都躯別し』 そ漉節対象として

感勲するどい．観察がこ雲かく，部屋のち
まっとしとらえ得職拠とレての人見知・ウ・伽いがない鵜

憾様がえなどすぐ鄭りく．
臭いに対しても認で，それ等の心融制巌得レ勧本人自身の問題であるの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か，或いは母親の側に碧そゐ区別を乳児にはっきワとら
臭いのある物がある』とすぐ臭いをかぎに行く。

鋤が好細，ナメ㌍やミミ欝を平鄭つかむ・ えさせる樹の ものがないかのげれカ’薦えら織

磁活習慣3飾に関して購燗題巌
齢軸そして多く錫合i』両叡単独に存在するもので鶴

考甜吻を撫しひたが，来客備や池糀翻く講塾剛響しあづている・即靱子どもの側瞬

し塒，軒の髄蜘ず1い・く ら注意してもきぎ入れ 親剛する特別の愛馳示さない縣の持励の櫛さ

られず，
母の方で鵬，本人の勲臆ようにさせていがあると託れ臆しろ手のかからない良峰とみなさ

たことがある．排濫関しても特燗騨ない。 　 れ識剛する関心が醗さ漁ままに吻繭けられ

⑦くせ
：現在も爪かみがある．指し、やぶりが爪か那る自己の戴充足への関心がそれにとづて変りぽ舷

変っ蘇に思う諭めるよう認し渉r向にやまず・す儲蘭する瞼輔てないと朽顯に入っては
玩具のサソダル等にも噛んだあとがある。：　　　　　　　いがちである。

⑧そ帽上め子の育児の体験から，なるべく・うる　寮実A・B両都おいても・いたずらが烈い胴を

沸、競物ようと思うていたが，臆してもぎい離すとどこかへ行ってしま鷲かなり大人の手をわず

て餓な㌧、騨多かったせいかゴ今敷濾叱った卯』らわせたと思わ泌にも拘紡ず毒しろ鞭によウて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 育てやすかったとのとらえが語られてbる弄とは・母子
　う る1 く注意していた事が多かったように思うo
　本人に対し駕雛的で酷い子どもと思って繍．の関係の欄を示すむのであろう・ぞ漁たまた輌
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　者の．母親がいたずら，動きのはげしさ・』くり返し等優行2 母め生い立ち
　　自分の母醐姻の醐をみる渤晦に来たよ う嚇そ羅励煽動としてとらえていないこ・と駄
耐媛，、縦伽て繍姿しが思咄繍・。餓一るのかもしれないが・それにも増して・儲に依存する

人ッ子でワソマゾであ
り・うし一家の団鄭なかった．そん騨少なく・・人でやりたい事をやって㌧嫌機嫌が良

な家が鞭大学の時馳出る託のせヤ・か子ども陥分かっ煉め・1本人がそこ脚る騨大人の簸臆づて

、で育てたいと駒ていた．しかし自舶身人副してべいない蛮に願しているようであ凱＝・

た航する方ではないので，
子どもに対してもあっさり・な熾調儲2・名のう励。・B儲を除き込見知

して㌧、ると思う5
　　　　　　り・後測ともになかったとの賠があうた者は・』1男児

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　において1人もなく，女児においてゲ更に2名にそれが
　3　幼稚園での様子
　．入馳蹴，大人に簾するこども世馳やかせる≧ 鮪され窺る・そのづち1名巖述する捌恥あウ・

㌧、、う；ことも少なく，離しているという印象が強い〆貌騨浦る・対・咽象断嚥立が・r大甑蘇
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を持つものであることを示唆している・　　　ように足の指晦し浦てし》惹ことがあり，現在で塒

　　その他外学人遊びが好きな亭も両者に共通であり，自　　 々みられる。

㌃閉的といわ媒鵬応燗題を持つ子ども達と翻的に　父腓叡鯖熱心5、あ碓念購っていて，母のや

非常噸似した鋤徽を持っているじ即ちA観られり撫対し臆することも多く，舳から母親が2ハ、

轍浪癖・くり返さ摘遊ぴ・母汎つけたというより，るようだと
ゆれ耀砺る．子ども翫る翻も，あ

・本人自ら励磯得したとも賊る生活習慣・恥莇就れい撫るので，叱る回数醐えてくると母にとっ

1れる続ずらの烈しさ感勤撚さ等が赫られる。 て，父の干渉がうるさく感じ練る醜あるとし、う．

　 ただ・A　Bめ場合・それ等が集団適応に支障を来たす　　・．昼間、おもらしをすると自分でパン艶を洗わせている

一鋤鎚れなか凍のは識妨にや群ま旗通する，（・）欄が馳肋で遊び甑ってし＞る
と罰．その他出来

　その翻り・の少なさであるのか』（2）他の発達に遅れがない　　る癖はなるべく手伝わせるよう父親にいわれるが，まだ

というよりむしろ正常ある嚇恥とさえいえ硝在す見ていない鰍肱事が多く，母としては，それが醐
　る能力の高さに支えられたものであるのがジ（3）2人の母　　で実際には，それ程さ

せていなL、。

親に共通する・こ瀞の働撒哲あま燗題視せ　④飛の様相：身体・運競達とも噸調．8ケ顯
ず謹ぐ自然のこととして受け入れ泊分が子ども姶 にみら泌人見知り， 後追蹴殆どなく，むしろ、歳半
わせて行く より仕方がなかったという鰍性の故である頃敵っ娚の人闘する人見知・り漁ら泌よう紘

のか渦細受入紛ごく鯛醸てゴ微勲糊視る。鎚と嘱係，遊ぴなどの発達についても擬すべ
rしない保育者の持う自由さ，彼女等が示すひとうひとつ　　きことなし。

の行脈対する劒娩酬齢た筋とそであるの　⑤性格：祖母が一人で留守融していると淋しいから

か・今回帳継けからでは凌れを明らか財ることと馳諭。人の持物などをほめる．騨欝？とすぐ
　は出来ない。 ・しかし・いずれにしても他に対する関心が　　灰皿やマッチを持って来るなどよく．気のつく3、社二交家。

薄い彼鱒朔合ゴ他が自を受入れてくれず注張せず　⑥生囎潰＝・歳・朔の時離乳，夜ひどく溺たが

にはいられない泊を力づ くでも押えつ肪れ塒誠1wで完全離乳。 4ケ月からコッ飛使わせた読国

い馳との快い繍あいを鰍し得ぬ拠競け塒・の雑誌に翻てあったという搬の意勉とり入糠も

これだ肋集購騰赫紘かったであろう・侮Bのである。桃敵らかすこと嫌力二らず早くカ、ら与えた

㌃ともに》それが朧砺枕のは』紛を認めてく泌ところ，徽上手晦つ様瞳朔蹴驚澱た．
他者との出会い，・及び，その他者との出会いを自分の変　　　排泄の自立も順調。

化につ鰍るだけの力があったからであろう・し・ず瀧　盤時は大体3冊本を識であげる．・母が糠て誓、る

し醜彼女勒存在囎閉的とい棟る子どもとの臓駄珊で舗筋こともある．・本人榔冊位臆す

を劇させるもの砺った・　　　　　る醜あるがジそん塒晒当略吼てし妨．
綱c冶歳娩　　　　　　　⑦育て方＝食吻を残す，廊下で騒ぐ，お紡しをす
11』 生鰹r 　　　　　る・危険な馳する，人前でだだをこねる時黙㈱を
嚥康14ケ肋時・ ひどい風邪をひく・母嚥家が使ってでもとめる．趣一トでだ煙こ紡減駄，

儲のためそれ勧醜しなかったが・一蹴チアノー家の鷺しないと思っていただけにシ．シクを鋤た6

1ゼを起擢で船勃獅に2ケ脱くカ・かる・・小さい潴的でないと考え，テレビも職79．8ケ顯までま

嚇螺足で歩縄るよう心謝た・母螺足が鍵だったく見せていなし・．しかし，いず柳鵬概ったこ

・凍こと淳生時代畷鞭聞い巌触騰励ことがとで筋なくな枕という感じ購ててし輻、．

館なっ肋醗であった・　　　　　 着る灘嘱撚ども認じ隙母の意見鱒のけ
⑫蹴14ゲ月から4ケ胴母の賜におり託のていたが，この頃で賜まり押しつけなレ、ようにして㌧、

蹴燐の大人に力轍れての蠕であった・　　る・今ま㈹，子どもを自立さ輔崩餓，・1つ灘す

③人醐係呪欺し・　　　　　の醸いと思っていたが，瞳の他の人物勅 方をみ
本児が磯4期備認親が融骨折・その後3年て，むしろ逆紺やかしてみると籍になり紺やカ）さ

1蹴認し鍬しいということ磯ど本人を抱いて瞭ないと自立しないものだということがわカ、った．
』い。 母が逃げるめでよけい抱かれたが りぷまつわりつ　　2．　幼稚園での様子

’く・そのせい爾幌の撚鍵で・1訳足の指疇し　入園当初・』魁働ず，・朋近く母も儲監入る
1か励ていたσその後も母が好ぎな編物を1しズぴると同じ　保育室での母親の態度は，子どもがやろうとするより先
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．野田：母子関係と集団適応

に口を出す。保育者が気を向けようと 話し期嫡 る教す
ぐ，「ホラ見てごらんなさい」と声をかける。争どもの

方は，そ うされるこ とに よ ウて離される二 という感じを持

うて レまうようで，両者の間に信頼関係が育ゆていない

のを感ずるすやがて場になれて来ると少しずっ離れる様

になるが一且離れると，友違へのい1じわるがみられるす

遊んで～、舜とろ嫁た友達にr入れてあ極囲等と

・いっているφ、』自分がいわれた時は，いち早く母のと・ころ

昏逃げ1挑・、．

　．その後の変化と しては， 声の出し方がやさしぐなり，

母親も本児と話すのが楽しぐなったとい っ ているb母親

㊨やさし費を引出減る子どもになっズぎたのだろう。

、、

例D　l3歳男：児・㍉ 、』 一’ レ　』　　∴栖、

　1』』 1生育歴

①健康：母親が呼吸器が弱く本人もその傾向を持つ妊

娠時異状なし。・分娩は逆子じ医者にも おどかされ・母親

自身心配症だったことも あって出産重で不安だった5猫

、が霧弱であらた
ごとが健康に関すお育児にかなりの影響

を与えて、いる。』

、↑r②環境：父方の祖父母と同居

　③人聞関係：小1年の姉と・』S55年4月出生の妹との

3人兄弟。姉は本人が生まれた時・「赤ちゃんのバカ」

等といっていたが，妹の出生に対し本人に何もいわず・

いじめる事もなかったが，出生前より夜尿が妙まり，妹

が2、画3ケ月になった時には，、箪笥の陰でボFツとして

斗》る’こ．とがあったo
』ゴ『

　 最近， 何悉も姉の真似をするようになり ，一 べて姉と

二同じでない と不満を示すσ姉を叱る・と僕も叱らて とまで

いう。父ぼ子ども好きでよく遊ぷ5祖母は神経翠で，子

・どもが家に遊びに来るのをあま』り・歓迎しないようなとこ

、ろがあるも・子ど むの扱ヤ《にり“で母と祖父母の意見が大

き二1ぐ、勢．違うことはない。 1ムゴ
　④発達の様相：決して早い方でばないがすべて順調5

　9夕月頃から人見知り，1歳過ぎには母か祖父でなけれ

　ばならないこ≧が続いだ。逸歳を過ぎる頃から良ぐ託す

　ようになる。人なつこく子どもがいればずぐ・飛んで行

く・燃鍬人に対し解想樫ll，鞭轡
　がられているo　　　　　　　　　　　　　’

∫1⑤性格レ入園後渉なり変ったように思う1よ以前は積極

酌砺凍が，鍍近では友達が遊んでいるのを7”じ祉

　見て、いるこどがある6遊具で他の子どもが遊んでいる

二と罫遊びたくても入れて「といらで行けな㌔・ようなと1ころ

　が出て来た。また，人を画ぎたいけれどお化けのよぢな

天しが画げないがら等といった鳴てい翫1』弥・

　　小さい時から頑固なと・ごろがある。 頑固さに出会う1と

わがま．まにな為と困る、と思い£徹底的に叱って来た。叱

．り方は， ．まず外に邸し，少 した ってから開け，その時謝

れば許すカ≒，謝らなければ謝る まで外べ出しておくとい

う尋り．方で，．最近踏は，謝らなければどうにも なちない’

1どいう蛮がわかゐたゆか，；すぐ調みよろになった。二1ヴ

』⑥生活習慣1＝．乳児期抵間題なむ，rrユ人で食べたがる時

期笥他の子どもが手づかみで食べるのを見て母が嫌悪感

を持ち，1そヒの気配を感じた時を裏とりあげていた。

姑が胃弱癬、 子ど電も．思が悪いと風邪を引 ぎやすく二な

るとし・われ，1呼吸器系が弱いこともあってド甘い物を÷

切食べさぜなか郵たる菓子を買う乏いうこともなかっ た

1が，』2歳過ぎ乏 むなる㌧と冠頁・ぎものの菓子を探して．ま二わ：り

食べるようになるぷその頃ま燈哺乳ビンを持づて並、・だ6

　 1歳4ケ月で，おむづを1とろう1ど したがとれず嘉1歳

　81ケ月の時，特に何をしたと・い、う．わけで もなくとれる。

　就寝時は必ず犬⑳ぬい1ぐるみを持って寝るb夜中によ

織梨諜幣鮒蓼呼と笠至響
　⑦育て方＝わがまま になると恵ったため菓子や玩具な

どば自分から云い出したものは∫その時には絶対買い与

えない。＝人を傷つけるこどを云っ・た時は徹底印に叱るじ

母自身本人に鬼といわれることがあるが，口で注意する

だけではなか冷か改まらないので，つい烈し く本人を攻

めるヒとにな づそしまうしただ，「上の子での経獅・ら・

、

戸r時期がぐれば治る］近考えられる様になっ1て：・ぎてこ》 ・

る。ドしかし自分でもこんなにおこる母親にな祉ぼ思ら

　ていなからたぷ』　：”ドー　”　　一一』rぐ・～1；「’1

　2 母め生い立ち，‘ 』”
∵　∵ 』∴…jr一ジ

　、一母が時間に関しては特にうるさぐ7』よぐ母にどなちれ

　ていたの、で1自分ぱやさしい母になろうと恵っ」てヤ・た♂

・3 幼稚薗でめ様子　

　 二入園当初は落着ぎなく，鋤きが断片的1ぐ自分のやり軍

　「い譲を自僑を持ってφっていな㌧・様に思える乙特に孤立

　しているというりではないが，グルーゾヘの所属感は稀

　薄である5・、1・r 、』 、　』　∵’一』雰1・ll』

　、 』2学期になり落着“て遊ぶようになるど同時に，、小さ

　いおと・なしいグループに入り，‘よくほし専小で駆るoは

　しゃぎ嬌める とぱめをはずしてし窟うことが多心㌔r大き

　な声で朝め挨拶をするが，自分の気持め表現どいう＝よ：り

　努力して云っているという感じの方が強い。≒市μ・

　珊列C・、Dは入園当初，母と離れられなレ・，落着きが

ない等，集団適応に間題を持ちながらも，r その後の集団

適応状態に大ぎな変化をみた瑛例であ る。1二〔病’訳貯・f

　ζれ等の例に共通していえることは・入園当初の子ど

・一ド
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日本総合愛育研究所紀要

　・もの様子が頭それま での生活からは予想もし得ぬもので

あったことと・畷によって語ら批こ縁での育児
・に・親の価値観の押しつけが強く感じられたこ．とであ

　る。Cに対してみられる・親の考える1自立を目標とする

要求の高さ，Dにみられるゲわがま・ま と思えた時の徹底
的な叱り方など6もたらした影響を無視することはでき

　ないであろうo

　Cの揚合・家庭とその周辺という限られた範囲の中で

は，親の価値観の実現のために振舞いし承認されて安心

・していたこともγ一旦，家庭とは異なる枠組を持つかも

知れない・よこり広い祉会に出たときy、その新しい枠粗を

指示してくれていた母の所へ逃げ込むごとにようて，直

面した不安から身を守ろうとしたと考える一ことは出来な

・いであろうか。全面依存の乳児期から自立へ向う発達の

中で， まず子どもが獲得しなければならな㌧．・のは，自分

・とサ番深いかかわりを持つ者 との信頼関係である。それ

rは獲得しつつある能力を充分に自分の、もりとし，それを

駆使することによって得られる自己充実感を充分に感じ

させてくれる・大人との間に作り 出される ものであり，幼
・児期の自借と もいえるものである。その自信が育ってい

ないところに，新しい経験を自分の中に、とり入れようと

する積極さより・ 逃げるこ とに．よって自分を守ろうとす

．る消極さがあったと思われる。 それは，やがて集団にな

れるに従い・友逮に対し支配的な態度をとるようになっ

たことによ．っ．ても伺い知るこ とがでぎる。即ち，獲得し

た能力を他に示すことによって欝られるはずの万能感も

押えられがちであったCが，今までとは遮った力関係の

中で支配的な行動をとる礁によって自己のカを再確認し

よ うとして瞬5 現われ≧みることは出来ないであろう
か。 そんな時ゴただそ恥を否定する潭けの大人ではな

く，拒否された子どものために「誰が入れてくれそうか

ナ」≧の擬助を与えた保育者の旨葉は・Cに相手庖受け

溶一れ蚤こと酢よ って得られる自己実現の快よさを体験さ

瞳なよう’であった。

　事例Dにみられる自分より優れた存在である姉との同

・ヲ化駆の願、望ジ描画にみせた自信のなさ等も現象こそ違

沈，，その機制ぽ根をrにす為ものであろう。即ち， 自発

的な動きを承認される経験の乏しさは，動きに自由』さを

持っ子ども達の中でに自分自身に対する無力感となって

あらわれがちであるρ、

　なお・母親の強さに影響を受けたC・Dと，母親をし
・て〕r

1分が変らざ・るを』 なかったと云わしめたA・Bの

強さに命あらためて母子関係の成立の複雑さ，集団適応

のあり方の違いを与える因子の多様さ：を感ずる。．

第18集

皿　おわりに

　集団適応と母子関係との関係をできるだけこまかぐと

らえたいとの考えから，個別面接という手続きをふんで

の調査であったが・やはり過去をふり返っての情報に

は1ある限界を感じた。

　ただ，20名中にマイベー入とも思われる子どもが3人

も含まれていたことは・たまたま出現したことであった

のか・そういう子どもたちの存在が多くなって来ている

礁を意味するものであるのか， これから注目しでいかな

ければならない間題ではあろう。

　また母親の受けた養育体験が，何ら疹の意味で現在の

母親の育児態度に大きく影響を与えていることは，殆ん

どの母親が認めているところである。即ち，肯是的にと

らえている者が，それを踏襲しようと考えている事はむ

しろ当然のことであるが，自分こそは，そうなるまいと

考えているにもかかわらず，同じ様な態度をとっ
ている

ことに驚いたとの報告が多かったことは，育児が決し

て・その場限りのものではない礁を物籍っており， その
持つ意味の重要さを，これからの保健指導に生かして行

力・なレナれぱな らないと，思う。1

・要 約

　都内の0幼稚園3年保育に入園した園児20名につき，

集団適応の状態・及びその変化をとらえると同時に｝ ．母

親との面接により・各人の乳児期からの母子関係を分

析・先の観察結果との照合を行づたものであり，今回は

そのうち特徴のあった4例について、の報告である。。

　2例はヂマイペースともいえる女児であケ，、乳児期か

1ら集団適応には，ある種の問題を持ラだろうと思われる

行動を多く示しているにも拘らず， 意外に良い適応を示

した例であり，その要因として，r

　①本人の偏りの少なさ。

　②本人の内在する能力の高さ。

　③母親の．持っ柔軟さ。

　④集団の受入れの良さ。

等が考えられる。

　なお， 2Q名中，3名にこれ等の特鍛がみられ牟ことは

注目すべきことと思われる。 あとの2．例は， 入園当初の

子どもの様子が， それまでのものとはあま．りにも違グ2

例であり一そこに共通にみられたものは，母親の育児に

対する考えの押しつけであ った。』

　最後に快く調査に応じて頂けた20名のお母様方，及び

担当の保育者に感諭の意を表Lたい。
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